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研究成果の概要（和文）：　当該科研では、中世インドにおける二つの異なる宗教、仏教（インド後期密教）とヒンド
ゥー教（シヴァ派タントリズム）が重要視した儀礼用具ヤントラとそれを使用する儀礼について、主に文献学的なアプ
ローチで、それら二つの宗教の相互影響関係を研究した。特に、仏教側はヤマーリ系文献を、ヒンドゥー教側はダーマ
ラ系文献を中心に、校訂テクストおよび訳註を作成し、それらをもとに研究を進めた。
　こうした文献学的研究から、ヤントラという儀礼デヴァイスが異なる宗教でどのように使用されていたのかを、中世
という時代に限ってはいるが、ひもとき、さらにヤントラが汎インド宗教的に極めて重要な役割を持っていたことを明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project has studied on the mutual relationship between Buddhist Tantrism and 
Hindu Tantrism regarding to Yantra and its rituals, especially in the medieval India. This research has 
mainly done with philological approaches: to edit its related texts and to understand their contents. The 
texts are as follows: the Yamari literature (the Buddhist side) and the Damara literature (the Hindu 
side).
 As a result of this philological research, I could shed light on how the yantra had been employed in two 
different religions and also how important the yantra was all Indian religions, especially as a ritual 
device.
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１．研究開始当初の背景 
（１）ヤントラとは儀礼や成就法（息災や
増益など世間利益的な願望を成就する法）
に使用される道具またはお守りである．ヤ
ントラは発祥地であるインドはもとより現
在では世界中でよく知られており，特にお
守りとしてのヤントラはインターネット上
で購入することができる．こうした現在広
く流布しているヤントラは 6世紀後半頃か
らその役割や形状が複雑になりはじめ，本
研究で対象とする仏教タントラ側のヤマー
リ文献群とヒンドゥータントラ側のダーマ
ラ文献群が台頭する8世紀後半から10世紀
頃にそれを使った儀礼や成就法が整備され
たものである． 
（２）従来，ヒンドゥー教側のヤントラに
関しては多くの研究がなされている．特に
近年出版された G.Buehnemann 他による
Mandalas and Yantras in the Hindu 
Traditions (2003)は，従来のヒンドゥータ
ントラに説かれるヤントラ研究を踏まえヤ
ントラだけでなく，その類似性が顕著であ
るマンダラとの比較研究を広範囲にわたり
行っている．一方，仏教側のヤントラに関
しては国内外を問わず全くといってよいほ
ど研究されていない．それは 13 世紀頃のイ
ンドでは仏教は事実上消滅し，その後ネパ
ールやチベットへ伝えられたが，儀礼など
の道具としてのヤントラに関しては特に重
要視されておらず，ヤントラ関連の文献が
ほとんど残されていないことが要因であろ
う． 
（３）そこでヤントラを使った儀礼や成就
法がインドにおいてどのように整備された
のかを探るためには，お互いに影響し合っ
た異なる宗教の同時期に整備した文献をひ
もとくことが必要となる． 
（４）当該科研は,研究開始以前に研究代表
者が2008年7月に東北大学へ提出した博士
論文『ヤマーリ文献の研究』に掲載したク
リシュナヤマーリタントラとその関連文献
の校訂テクストおよび訳註に基づいている． 
 
２．研究の目的 
（１）これまで申請者が行ってきた仏教側
のヤントラ研究を下地とし，本研究が目的
とすることは，インドの儀礼発展史の中で
も特にタントリズム隆盛時代ともいえる 8
世紀後半から 10 世紀にヤントラを使う儀
礼や成就法がどのように整備されたか，異
なる二つの宗教すなわち仏教（本研究では
インド後期密教）とヒンドゥー教（ヒンド
ゥータントリズム）の文献をもとに考察す
ることにある． 
（２）そこで研究期間内に達成すべき具体
的な目標として以下の三つが挙げられる． 

①仏教側の文献であるヤマーリ文献群から
ヤントラに関する記述を抜き出し，その部
分の校訂テクストを作成する．ヤマーリ文
献群の中でもヤントラがどのように扱われ
ていったかを著作の年代等も検討し考察す
る． 
②ヒンドゥー教側の文献はダーマラ文献群
を扱うが，ほとんど校訂されていないので，
写本から自ら校訂テクストを作成し，そこ
に説かれているヤントラの儀礼や成就法を
まとめる． 
③上記二つを踏まえ，ヤントラの記述にお
ける異宗教間の相互影響関係を総合的・多
角的に考察する． 
 
３．研究の方法 
（１）上記２（２）で掲げた三つの目標を
それぞれ達成するために,以下の順に遂行
した． 
①校訂テクストおよび訳註作成と関連する
文献の写本発掘作業． 
仏教タントラ側：ヤマーリ文献中のヤント
ラに関する記述の整理及びその校訂テクス
トを作成する．ただし,『クリシュナヤマー
リタントラ』とその関連文献は研究代表者
の博士論文などで,すでに校訂テクストお
よび訳註がほぼ完成しているので,その見
直しをして精度を上げることが必要となる．
さらに,並行して新写本の入手及び発掘に
従事する． 
ヒンドゥー教タントラ側：ダーマラ文献群
の写本を入手し，特にこの文献群の主要文
献である『ダーマラタントラ』及び『ウッ
ダーマラタントラ』に関しては，既に出版
されている校訂テクストと入手したこれら
二つのテクストの写本と照らし合わせ，批
判校訂テクストを作成する．研究代表者は
仏教を専門としているので,分野外とも言
えるヒンドゥータントラ文献の校訂解読作
業には,ヒンドゥー教,特にシヴァ派のタン
トラ文献を専門としている国内外の研究者
（オクスフォード大学 Alexis Sanderson
など）との連携が必要となる． 
②研究分析：各文献群に説かれるヤントラ
に関する記述の分析及び既存のデータベー
スへその研究成果のデータを提供する．さ
らに,ヤントラとその儀礼の記述に関して,
仏教とヒンドゥー教という異宗教間の相互
影響関係を総合的・多角的に考察する． 
 
４．研究成果 
（１）研究成果は以下 3項目に分けられる． 
①関連文献の校訂テクストおよび訳註完成． 
 仏教タントラ側として『クリシュナヤマ
ーリタントラ』（第 4章・第 5章・第 6章）,
『サンヴァローダヤタントラ』（第 10 章）



の校訂テクストおよび訳註を完成した．ま
た,『クリシュナヤマーリタントラ』の註釈
書『サハジャーローカ』と『ラトナーヴァ
リー』の関連箇所とヤマーリ儀軌書『ヤマ
ーリマンダローパーイカー』の校訂テクス
トおよび訳註も完成している．さらに,『サ
ンヴァローダヤタントラ』の註釈書『パド
ミニー』の関連箇所の校訂テクストおよび
訳註も完成している．これらの関連文献は
註釈対象であるタントラ自体の校訂訳註と
相互に関連している．一方のヒンドゥータ
ントラ側は『ダーマラタントラ』及び『ウ
ッダーマラタントラ』の批判校訂テクスト
および訳註を完成した．これらの成果は順
次出版する予定である． 
②関連文献の研究分析とその出版． 
 上記①で作成した校訂テクストおよび訳
註をもとに,国内外の研究者との研究会で
情報共有しつつ,中世インドにおけるヤン
トラ儀礼文献が仏教とヒンドゥー教の異宗
教間でどのような相互依存関係が見られる
か研究分析した．その成果としては,特に仏
教タントラ側つまりインド密教におけるヤ
ントラとその儀礼の重要性を当該関連学会
（日本印度学仏教学会）において発表し,
出版している．その他、研究結果は順次出
版する予定である。 
③研究データのインターネット上へ配信． 
 ヤントラとその儀礼に関する専門語句の
デ ー タ を 既 存 の デ ー タ ベ ー ス
（Indo-Tibetan Lexical Resource）へ提供
した．例えば,仏教タントラ文献に説かれて
いるヤントラが作成される際に使用された
素材の語句を挙げ,原語であるサンスクリ
ット語およびそのチベット語訳を載せ,そ
の語句が他の文献・文脈でどのように登場
するかなどのデータを提供している．この
データは当データベース運営側によって,
データのチェックがおこなわれて公開され
ることになっている． 
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